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解題
11930年代に発行されていた純文学誌としてはI准ーのものであるJ(1刊行の苦手Jr婚補 朝鮮
文学j、1982年8丹、韓民学振興院)とされている、京械で発行された朝鮮語雑誌 f務鮮文学j
は、同じく陀前「刊行の活字Jによれば、 11933年5Jヲ創干リJ11939年7)ヲ終刊Jとされる、日本右京民
地時代「朝鮮Jのま石:主主な雑誌である。 1940年代前半の雑誌は、例えば f医i民文学jが日本語表記
であるのに対し、「朝鮮文学」は朝鮮語表記であることから、その年代の f朝鮮j文学や「戟鮮J
作家の研究に必姿な資料と足、われる。そこで、目次の日本諮訳を提示することにした。もっとも
『朝鮮文学j本文は綴鮮認で脅かれているが、著者名などは漢字が使われていて、特に目次は漢
字とハングル文字が混在している。しかし、悶次と本文の題名やページ数が巡っていたりしてい
て、そこも本文にあわせて訂正した。今問成本にしたのは、前述の斡悶学振興院発行のf増在住 戟
鮮文学.11': 6巻であり、これは第一巻3号 (1933年10月号)から第二十絹(1939年 7月号)まで
が収められており、少なくとも第一巻 l号、第一巻2号、第二巻2号、第二巻3号、二巻4号、
第二巻5号が抜げ必ちており、いまのところその欠務号については入手厨雑である。従って、こ
こに提示した目次にもそれらが欠落している。
昨夏鮮文学j刊行の推移について触れておくと、「刊行の辞Jが述べているように、当初は編
集発行人は卒然彩、発行所京城間であった。 1933年中に第一巻として 4号発行され、 1934年 1月
号?として第二巻1一号発行、その後恐らく第二巻5号まで発刊された後、休刊、 1936年5月綴袋発
行人鄭英潔、発行所続f[!if.文学社に変わって第二巻6号を続刊、どうやらその時、池務文が編集に
加わったと忠われる。第二巻7・8月合併-号より編集自立記に池善寺文の名が見え、以下願書還に1936
年1月号(第二巻1号)、 1937年 1月号を第三巻l号として1937年 6月号まで、そのスタイルで
続き、 19371:手8月号を、続千百から数えて第14檎として、編集発行人を池善意文に変え発行。しか
し、その後又休千百し、 1939年 1月号を第15i1!号として、編集発行人は池若手文そのままに、発行pfrを
三文字」ーと変え発行。以後順調に1939年 7月号第二一{税まで発行している。
fji述「刊行の苦手Jには「この雑誌に閥定的に作品をよせていたさ表者をみると、おおよそ次のよ
うな蒼々たる文人が大挙参加している。小説家では李光旅、李孝石、李無彩、宅ド石球、朱耀媛、
李善悪俊、 f往来型、ミド奨永、キト栄お号、金南天がおり、詩には金起林、林平日、呉議焼、金I沌銭、金託手
Tもー
(2) 
|棚、不治、学タ汀、初IJ放線、金税段、キト荷予守、ヲトj活向、キト位永、モ允j奴、林学沫がおり、 iH~i1命 lこ
は径iIま獄、学粁求、金文析などがこの雑誌でその文:ぞ，I?振るったjとある。
計百 11 渓手1]
???
1、[朝鮮文学j第ー巡三三勾(19:1:3年10バサ)から終+u号第一二十il'l(19:39年 71'])までの211貯の
Fl次 f~f 本j-j行;V~を収めた。向。解題でも触れたが、その!inの第二主主 2 号から第二巻 5 りは米見の
ため、仁!次米l収録である。
l 、淡~cn土'!jlH ì奨学と 111字{本を併用した。
l 、雑誌!;[I 次と本文にかなりの呉|可があり、すべて本文に~ったO
L it記は各分の末尾に*r:[Jで記した。
1、ページ炎記について、二巻6号から二巻8~:j'までは復刻版同村Iì i初鮮文学jの3ilし滋勾を
!おい、{自はそれぞれの勾ーのページ表記である。
1、文中の口はなl味不IYJの:文:eIとて、ある。
F朝鮮文学 13次
第一巻第三号 一九三三年十月号
題 著者名 ページ
編集前r:l MYよi二* 2 
創作九綴
日本(小説) フ'J，iJ':rてi '民l 7 
.l汀のl点以(ノ!、説) キト若手速 8~J7 
lit1燃とrY'機(小説) 手三室長1fj 18…27 
めの赤い女了:(小説) 宇奈俊 28~29 
文人と乞食(小説) 総{~.潔 30-33 
熔気(小説) 安必承 34-41 
兵逃命令(小説) 李1!!~彩 42-53 
!Ni~1:款の Iわの淑女(プーネスト原作小説) 分ミ綴ぎ遺言R 54~~61 
『主主~'~~I XYZ 62-63 
詩Ji綴
1t1¥Jm 走資抱石 64--66 
可:tfd.{ 金支~~~r:t 66-67 
禁うじを探して来たか jt:r1~;-'1;{~} 67…70 
送;反詞 ←オI之守、1ι n 70-71 
75 
ニーチェ詩二術
特効記者隊
英同の新:illif乍淡一プリーストル
ー人一文
悔'If
作家の気品
特質のない人々に
新しい主主術と新しい秩序
低級なifl':il^
刺窃犯をW~ミする
既成文坊の…級
新聞社と X:Ï~
作家とi民家
劇場生活は奴総生活
子し子で1'.::I:;ll代わるとすれば
興趣と明快
作家の資格
九人会n~'H郎総記
公開状 1];刻鮮の文学を数えjの筆者ー へ
作家を志願する文学青年へ
近代!J日f利女流文学概綴
i司伴者作家問題をi古叙する
li版予告
r十 II~.
んム、 仁7
奥付
*-MY~t=.は李~n~);(;か? ('i，f1望者没。以下回じ)
第一巻第1m号一九三三年十一月号
編集前記
創イ乍
二人の采翁:とカバン(小説)
担?総(ノj、説)
処女十J(小説)
Ijê，;;'fl 余-~J~~ (戯!灼)
~~1縦後(!]\l必)
l(fil!t 全一幕(紋IlI)
とうがらし爺さん(ノj、説)
74 
f余↑ぱ鈎
R記殺
越谷潟
手正j!.(
桜5投手/J
7]-73 
74 
75 -77 
78 
78--79 
支給子?をさ 79 
プンリ・パヴュルス・3手約三j(訳 80 
金海制
o1ミ仁平1
安'li:r?4
郭{!?沫
ハースト女史
創作家ペンパートン
80…81 
81 
81--82 
82 
82-83 
82 
ロノてー ト・.:r.ル夕、ラン 8:3 
北米側{ノF家ジョンゴルテン 83 
イブセン
金仁:~n
撲初出ゲf
(広告)
洪I泌氏
安食光
キ卜花城
1科診
経趨i怨治
5}iミω告t告{前
ヨド問Zイ1獄点
j従t ミ李ドド同問今J刈h雄
プ'J{二:!~}日
83 
84-88 
89…90 
91--92 
93-98 
99-103 
2 
つ υ
J 0 
9 -13 
14…22 
2:3--31 
3236 
37-49 
50.-58 
(3) 
(4) 
鮫獄の中の淑女 (完) (小説)
直言総
務
干支 外二筋
古い日記を焼却する心
S$の夜
夜の江辺で外一線
泳浴場
かかし銭湯に笑っていく秋
終!?s版界関米密接興作家・アー ネスト 59-67 
朱耀警護訳
金起林 70-71 
ぎを?白菜 72 
長言野 73-74 
罪主春海 75-76 
災主主;喚 77-78 
者手瑞海 79-80 
R'M綴野へも秋はやってくるのに 金北雲 81--82 
一人一文 83-85 
5ミf可潤.~住尚銘・宅ド窓求・金苦手書室・金政警警・毛允淑・キト花城・失名氏・朴自主結・金*~換・t'lIl~
堅苦・李*汗求・yt自衛・成大j終!・後溺鴎・李1llt彩・総鎖午・明石E童
文芸時評 T;;長* 86-92 
マルクス主義文学論評今l球 機九玄 93-98 
文芸妓談会速記録 越碧岩.Jtlfl* 99-107 
広告
奥{す
第二毒患銃一等 一九三四年一月号
編集前記 2 
創作
絶縁(小説) 厳塁審雪遊 3 -13 
病気にかかった男(小説) 李北Pl~ 14-20 
外套(小説) 鄭鎮石 21-30 
平和村(小説) 務[1'1雪山 31-36 
銃弾と放兵(小説) 金RB. 37-40 
学(小説) 経孤!志 41-62 
直言総 XYZ 81-82 
詩歌
湖心 金紫雲 83 
明朗人生 宇ト芽校 84--85 
今日・明日 当主治 86-87 
ミフ^' 毛允淑 88-89 
私の設設の一節、小5'M史書 金起J休 90-91 
送年約 月村 92-93 
73-
(5) 
失題、病床 金磁水 94-95 
月光流れる浦口の夜 金拐さ長 96--97 
感想、の拒絶 関内均 98-99 
無能な労 金大鳳 100-103 
袋容外ー綴 呉海潤 104…107(上段)
設問
一、一九三三年に読んだ作品中で印象深い作品 104 
二、一九三四年に期待される作家 104-107 (下段)
金王光幾・越容認・ミド北約・権九玄・趨喜望者・会鋭LF'李限延・ミド善幸俊・宇ト務迷・初'Il31y:鈴・ f往来
fニ・李鍾it:1・ミド石球・キト八陽・張徐i言下・李i会・厳輿警警・米彩・宇朴ト花城.
t役世界文学と紛鮮文学との関聯
現代英文総に対する朝鮮的関心
文芸の伝統的精神の探求
震日目立文学と朝鮮文学
中慰文学と朝鮮文学
付録
-;fL三三年度文芸総自録
文芸家名簿
自画像
予告
奥付
本 pp63-80は脱ページ。
第二巻第六号 一九三五六年五汚号
編集前記・奥{す
創作
老{曽
スッスチマ
然点
洪水
文芸時評
三月創{乍を中心にして
金E光きさ
李1汗求
成大型~!
了予ヒー 1長
編総局
林和ほか10人
組碧綴
米影
斡仁潔
総E雪駒:
李FP主
108-114 
115-118 
119-125 
126-132 
133-148 
143 
3 
4 --22 
23--41 
42--59 
60 -78 
79-94 
作家生活ノートから 95---99 
ミ手孝石・林和・~北~Gb ・仮赫街・米彩・総仁淀4 ・キト芽校・李道き俊・安係!南'3Í2尚鈴・朴1E~成・李
無彩・定話芸5t絞
殺
燦突の歌 金，'Iu鈴 100-101 
-72 
(6) 
心に刻む怒誌妻名 金#IJ剛 102---105"1主
資自な市外路 金朝Z長 105-108半
無題 ガJヌAミt広ι3 108----110-"1': 
治ー家: EスFFJ民主イ主コ主 110-11:3 
評論
建設途上の椋鮮文学…現代朝鮮ー文学の水彩論 洪i泌氏 114-119 
随慾
i容鉱炉に容がやってくると 苓北Ilt:d 120-127 
芸術と政治との関係と人間裂の問題に対して 線路 128-133 
文学非主芸術論者の独自 金文総 134-139 
一朝鮮作家の興味の対象問題に関連して
広告 140 
*尚、この号(二巻6号)から二巻8号ーまでは、ページ数の表記に著しく不圧確や脱落があるた
め、復刻版?域補朝鮮文学jに倣い、ページ数は通し怒号とした。
第二港第七号 一九三六年六月号
創干世
逃避行 芸界;1~1!!f~ 143…160 
彼等の行き先 厳段l堅苦 161-167 
王手紋 主主仁俊 168-178 
手寺気 安↑渓南 179-189 
7守手芸紫t荷 去さ銃剣l 190-201 
四月創作被安~ 長i鉄 203-213 
詩
またnくか キトl立五く 214--215 
ガラジ(ねこじゃらし)の官手み 李燦 216-217 
明日の詩 宅ド治 217-218 
宅手窮二足意 キト芽校 219-220 
狂風 Rへ 主l謁 221-224 
不安がほぐれる日 鄭笑界 225--229 
作家雪野の近業 安合光 230-234 
詩駁時J議一詩的表現に関する I続~ ヂト路樹 235-239 
外国文学研究手帖から
模倣と必然性 李銭存在 240--241 
中原i新言寺の展望 了予kW 242-243 
外関文学渉猟者の燦妄 2}':!汗求 243-245 
ジョプリ・チョソ ~ミ耀警護 246-247 
-71 
夜間飛行
遊学者の軟文学
(不明)
社会主義リアリズムの約牟検討
ヰページ数はiliしf番号である。(同前)
第二港第八号 一九三六年七・八月号
編立ミ前記
議日f乍
しおれたJ']l安花
f!おfI悶
内側ft{
その男子の半生記
ボン・アミ
ソウ/レ
青春 (会一幕)
|駒込洞
安東茶17さ
リンリンリン
;%r~~ 
安i計る夜
f文芸i待感 -.-r校郷に帰って来て
随想録
;文的消息
外i手i文奇i¥1i潟息
命名留学
文機太平自己
蛇i窃人郊寅媛の毛主
ミド若手俊
金台俊
斡腕・安合光、{也5名
il 
キト花城
李然彩
決議mi
l諜{二若草
1住友安ie
金沼薬
取笈溺
キトI股永
総務去三
金海側
相i致tri
苦手タ汀
韓三雲佳子
李孝正i
長27矛授
~文総
余技文学は(聖子談・ナンセンス小説)どのよう 李伊基ほか5人
に撲滅されるだろうか
真疋なリアリズムへの遊・芸術家は詐欺師じゃ 韓腕
ない?
文学の社会的性格
新人文草壁
諮波風景
時五十の鋒・災託手海初
演海海辺
70 
削除民
[邸主j民
馬i13
桜松波
248--249 
250-254 
255-257 
258--264 
226 
267--277 
278-283 
284-292 
293--297 
298一310
311-327 
328-一352
353-355 
355-356 
356-359 
360…361 
361-362 
363-368 
369--372 
369--:m 
372 
373-375 
376-…378 
379-380 
381-385 
386--392 
393 
393-394 
394 
(7) 
(8) 
i政務 お村治 395 
カレゴルののけ者 金鳥風 396-405 
仏一法一f 406 
*ページ数は通し怒号である。(何回J)
第二巻第九号 一九三六年九月号
編集部記 池君主文 2 
議日イ乍
脊J~ 'ン÷トマhむVZJt 3 -21 
ヱチオピア事長 会武官} 22-26 
安E主 妥郷 27--49 
I!応附 (夫氏出j) 卒然彩 50-…5 
聖子~:~…f イプニj の手紙 金光器H 56-70 
余"l1-1 李[I，i洪 71…89 
百七{命 池三宇之文 90-99 
l]f腹(一等) j則的主 100…117 
秋夜 脱水 ]19--120 
ゴルキーの怒詰ijに キト芽校 120 
ILi 柳致草者 121…-122 
帰路 張主総姿 122-124 
浴itj}荒波 見尚 124-126 
知っているくせに 鄭!Jk'fI- 126-129 
殺事占(7](原) 総件jI]f 131 
l可憐な「ジプシーJ キト属鉱 131-132 
つばめ 朴ri4ヲ雪 132--133 
E. J~ 'j'l命{義 133 
七月創作界 j脳懇岩作 f数行記J 安合光 134---139 
安!霊!狩ui澱王寺J
李ヰき石1'1'i人間放文」
傷痕 ]ー予従来 140---142 
文樹消息 140-141 
スクラップ、ブゃツクと父綴 キト1せ永 142-146 
海外文壊消忠、 142-145 
ゴlレキ と緩近した時節回想 147 
放浪j羽の符年ゴルキ 金税室主 147-148 
民衆の友ゴルキー彼と接近した時節の回想 斡i災 148-150 
旋風時代の…IWlで 学;1汗* 150--151 
69 
衝動と私淑
銘文学とゴ翁の地u'l-一つの短片的考察
奥付
韓仁i'>iJ
洪!泌氏
主， p10~pll欠-Rîlページ、か。 p130欠ー表記ミスか。
第二巻第十号一九三六年十月号
編集官官記
議of乍
葡萄闘で
つーの典型
花関
寂滅
「ソブニj
春浴の得失
務の月三[鈎(…議)
帰郷(シナリオ)
議
~11;燈の消しである舗道のたには
幽燦
UJ巡察li)1(
夜空
七月m悩
fmの日
34日散文
災昏の恕、念
移令
総評
九設~\の研究
現代1鈎鮮作家論一作例の分布と作品の傾向
蚊~裁
朝鮮文域の現代的再認識論
文学と文境との因采律に関する新見解
広告
池奉文
朴英熊
ヨド北Il!:d
安↑如来1
ヲ十基線
洪九
キト徐EP
キト際民
朴氏天
金海側
ミド燦
金今J男
李貞ミ1<
経松波
縁関山
徐穆
正i村お
初l致環
金台俊
終日克
李総I初
金文~詩
※ p23、p24欠 表記ミスか。対応ページがそれぞれp22、p25と表記。
p30~p31欠脱ページか。
p99~p134欠不明。
-68 
151 
152-156 
2 
3 --19 
20一29
32-39 
40-64 
65-75 
76-86 
87-98 '1
( '1) 
(?) 
('1 ) 
('1 ) 
(?) 
('1 ) 
(?) 
('1 ) 
('1 ) 
( '1) 
(?) 
135-141 
142-144 
145-152 
(9) 
(10) 
第二巻第十一号 一九三六年十一月号
詩
刻:慾 キi、刊:永 2 4 
務主E 金策I!!l¥ 5 6 
海!泳 W[1致潔 6 8 
H言己主手、 ヲ+.F~i必 8 9 
{2J魂 *I[民主 10 --11 
小作人 務li英一対 11-13 
評鈴
百日以期のA裂はi胞殺するか? +*平1] 14 18 
ハンクツレ芸術の{[I，1性論 7怪文:紛 19~25 
一話 ;3fiの~JÆt主を云矯しながら
主JI'ドliJJ十三空宇妓 (f!il"fO 李燦 26…30 
文明消息 26 
創作
かぼちゃの花 j也主Et:{:~. 31…57 
弱fヨ 援仁f変 58~74 
紋r[討を金I[J(全二五j;) 米彩 75…99 
ぜi主L ず1宅1n、EfJ式J:ノ予 100--109 
ある性格 キト予定1[，:; 1l 0~122 
おしるこ f往来A 123…127 
ものが夜える阻: 李線終 128--141 
ある老人の死 ヨ戸:}，fUi' 142-←147 
才jYiIi，さん 金1B~ 148~-161 
綴捌1'す f住友7fI 162~-176 
何ft 学長I九 177~188 
編集ïlíj~Ô 池奉文
奥十j
※ p181~p185欠脱ページか。
第三巻第一号一九三七年一月号新年号
詩欄
雨|怒る夕方 S'I7.尚終 2 4 
1氏慾 j盟主化主辺{イuコ，J. 4~5 
疫怒~:J:作 当金i絡剛 5 i 
i汚降る然城の;俊 李燦 7 8 
タ主1の思想 金lj男議 9 -10 
-67 
祈総 初IJ致球
if昏がラiとる時 金光洲
去を怒 李E当求
絞り返ってみる私の故郷 鄭炎'#
夜とj鈎の岐路で 主主光迷
{乍桜 批評駁の図版とその燦望 安合光
文怒評似の辰Ifd'4と燦51 洪税民
!製作活ifVJの殺if1是認 斡焼
病苦作家援助巡援IJの弁ー金俗点;pnこ関して 金文繍
執殺者機歴
文樹消息
読者通信
昭和十一年度朝鮮文学の動向
設問
l、内子生手段が過ぎようとするところで報鮮文学はどんな道を歩んできたか?
2、内予年度代表的作品は?
3、評論においての今年のぷ:裂なことを凶磁すると 0
4、創作方法問題は?
5、文学問体のi活動を見ると?
6、{乍l誌においてT:在年度の企符される新人は?
?、朝鮮文学誌に3りする批半IJと2M望。
(1) 
11-12 
13--]4 
15-17 
17…20 
20-21 
22-37 
38…-47 
48…54 
55…64 
55-59 
60 
61--62 
65-73 
斡雪野 .:i投球警護・安合光・金文繍・ヲf装兵器・苦言↑裂F千J.総I~'t .白鍛・李~tllC~ ・当}'~i1お!と・決l泌氏・
γ'J!叫i
創イ乍
追悼会 民村ヨミ(李箕永) 74-83 
鋭な嫌う努 ヂ基J¥存 84-100 
荻 李北l!Ed 101-118 
少年と妓生 'Zi.'t袋持j 119…125 
(詩燥のほと娘(会主主) 朴芽校 126-145 
J1.夜数話 ガ仁l~~ 146…151 
主記具商 学問洪 152--162 
(!続Itl)尚路子J:印j1lU所(全一議) ~1í~í1Hlll 163-181 
北i対の女人(--) 池奉文 182-186 
内うえ正!三度!朝鮮文学J総図録 187-190 
奥{寸
66 
(12) 
第三三巻綴二号 一九三七年二月号 新人作襲安特重軽号
編~母~I記 池毒語文 2 
新人十人終
新王手懸賞文芸当選 日陰の下の人 ヲI"t笠重 3 -12 
(戯曲佳作)故郷のない人(一幕) 正和?足 13-26 
豚 孫永I際 27-36 
;怒欲 金大均 37-50 
立員fl'~ 本ト主霊祭 51-59 
閣の照 越輿櫛 60-70 
若手話写Wl 宅停戦;換 71-83 
日i際限 {壬淳符 84--89 
肉J志愛 朴jヒEミ 90-…100 
(詩劇)母と娘(金三幕) キト芳三校 101--112 
草君事室 李無彩 113-118 
北関の女人(五~七) 池奉文 119-124 
「荻Jの縫笑味一新年本誌の俊秀作品 自鍛 125-130 
業育毛華文議選後感 選者 131-132 
文塩消怠 132(下段)
詩歌
早王手 宅ド燦 133-134 
季節 ヲ壬li!.i必 134-137 
IMi草: 半タJ丁 137--1:38 
海 綴雲防j 138--139 
朝鮮文墳と新人群一新人逮に送るメッゼ ジ 決燐Eミ 140-145 
減瑞の和議と洪焼民氏の新婚評論 金文~号 146-156 
写実主義の現代的窓義 ヲT鼓綴i 157一166
読者通信 167 
奥付
綴三者器第三号 一九三七年三月号
編集前記 託包帯主文 2 
太鼓の音ドンドンドン(小説) 朱耀縫 3-12 
Jt.と妹(小説) 金!潟天 13-27 
そば箆(小説) キト奈さ溶 28-46 
解綴(小説) 姿長話郷 47-52 
(誇1お~)母と娘(全三議) 朴芽校 53-62 
金婚式(コント) 林撃が~ 63-65 
一-65
ヒョンスニ* (小説)
老年総j泌 (小説) (間~六)
哀恋時代(小説)
北関の女人(中編)
二月創作評朝文誌新人特集号を読んで、
;長続行悩総・京[天ZEC
飲み髭で
外国文様消息
中間作家紹介・葉紹鈎と沈従文
外伝l文総[消必
十夜友・作家小林多毛千二の横顔記
文?守護符
プーシキン新1「ーその研究の若干のノート
新進詩人論一続税代靭鮮詩取の水準
女流作家総評序説
一結婚のn取を悲劇するドド分jの訴学
奥付
本女't生:s
袋よ1-紫{
李]1災;喚
苦手孫Ii
t也奉文
宏念光
金海倒
産省虚林
了米w
念総済
線総
洪i泌氏
金文総
第三者ま第践・ :Ei.号 一九三七年五月号 続事j一周年記念号
編集部言 ?自殺文
文芸槌!迷
惑5作
釈しい{命J:!1iの占:11
(戯，Hl)イエスそ信じたのに(一幕)
心に残る風紫
j包、子
(戯曲)月波先生(三議)
lí~ 
nJ郎
3美総u主代 (二)
北i誌の女人(中総) (間)
雲寺纏
滋の中
{言;設さを
むしろあなたは浪漫になる
深夜二題
64 
総議;度予
y問幸喜主計}
薬害E誌が:
泰孝行
?lþ~と i給
米彩
ヨヒ卯1駿
罪性t翠
手寓お
池奉文
林和
学i会
初l致~l
f注朝三塁
66…-70 
71~83 
84~97 
98-104 
105~ 1l 0 
111…122 
123~124 
125 (下段)
125~ 127 
127 (下段)
128~ 132 
(13) 
128~131(下段)
133-141 
142~ 149 
149--153 
7 --12 
13…33 
34-44 
45--46 
47--59 
60~70 
71-86 
87--100 
101--110 
111--119 
120--122 
122--123 
124-125 
125-126 
(1母
孤独と不安 鄭受昇 127-132 
故郷 趨i:lt林 132-133 
随重量
文議・虚構・其他 金1者天 134-136 
倦怠礼焚 金苦号機 137-141 
朝日 厳輿整ぎ 142-143 
家庭教富市 キトi:lt永 144-145 
怨評・腿怒・随感・夜言言
評家と作家 空王念ヲ{二 146 
漁民文学の台頭を促す 李北l[鳥 147 
務と私 金南天 147 
志操 朴苦手校 147 
芸術と名誉す 安機浮j 148 
文人と nì~遜 洪i見氏 148 
?答議室誌の鈎疾 金海側 148 
安保iに処j還してはいけない 韓抱負 149 
こんな惑を主主党する 長官人様 150 
朝鮮文墳の王手老症 主主~f~郷 150 
fジードj有功ノ 祭寓槌 150 
半分の哲学 金文斡 151 
イ本部綴{お 殺腕 151 
評塩小感 斡仁浮 151 
Eま言 臼鉄 152 
成功と失敗 猿赫街 152 
綴絡革まに送る文
章産設竪T.金海附・洪続民・安機1潟・斡i路・張赫'iff・鄭仁主事・宇ト芽校・厳輿鐙・妥絞郷・金問天・
苓~tl!鳥・安合光・祭路樹・総仁浮. ~長文総
プーシキンのリアリズムの特徴とロマンチシズム 市嘉納 158---165 
ーその研究のための務干のスケッチ
「ルネサンスjとえ好ヒュ…マニズムE命 林平日 166-182 
ヒューマニズムの現代的意義 車章焼 183--194 
一彼の概念規定に対する恭子の感想、
議花紅建伝の研究 金台俊 195-198 
詩人の気娘一偉大なる詩魂を論ずる 洪i磯良 199-211 
女流作家総評 花!ぽ・金文ヰi母 212一222
-fニムjになった孤独を半分にする樫域の合I腐隊
文学随感 表ltI!尚 223-226 
-63 
(1司
時半香読後感 f主将j天ほか9人 227-229 
買さ付 229 
第三巻第六号一九三七年六月号
広告
負役(小説) 斡宣言野 1-19 
安を殴って(小説) 金雨天 20-37 
(長編小説)処女地(会戦) 妥際郷 38-74 
泡、子(小説) (二) 李北約 75-81 
北関の女人(小説) (完) 池奉文 82-87 
詩
愛人 李光i朱 88--89 
六月の夜 毛允淑 89-90 
総絵・芳主主 宅ド燦 90-91 
江辺 機雲間 91-92 
夜明けの花 白菊答 92-93 
Iぬ祷 活薬 93-94 
てrこ1 2ド 越波 94-94 
老手題 キ卜祭!ff 95-98 
コド忘!日i 洪九 (? ) 
路阪の詩集「大地」を読んで 事燦 101-101 
言寺を求める心 李孝Zヨ 102 
文人と戦争 李鋭務ミ 102 
問先人jのある場碩 李氏村 102 
中間人たちの生活を尊敬する 朱綴幾 103 
英1!4・凡人・忠夫 全武王宝 103 
死 金液製 103 
文1宗一語 李若き俊 103 
コ主主主と社交 李粁求 104 
作家の『自j と文学の役界 林和 105-117 
f荷trと妹jの作者に送る{樹氏に代えて
文芸待感・批評の主主1組救助弁 安合光 118-121 
文学の朝鮮的伝統(上) 金台俊 122-126 
諮演放ミ停車自の芸術 盗殺瑞 127-131 
l!lI!付
広告
※p99-p100欠
62 
在日
*マコー -jfVJ物名
第十四総一九三七年八月号
創f乍
天災(長編が!売)
初鮮の文学的伝統(下)
挙無J形氏の文学に対して…I~伴者干J 筑後感想
符と]克災の相魁…主総揃・産自主主岩
[プルーストJのfI寺空機論
総拾い
詩
書!~所ミl<
老松
三fLj慾
書斎:
夜、の宮市
+土門!各に立って
あ~Il号
初us.路![t
失恋!!iR
直言・短評・随懇・監査感
こうのねでなくて新自
退;I~~
J議Wiを感1'iiす一る人
楽型ベートーペン
ストーリーの倦怠
作家の127しみ
文作品の淡I刻化
(戯r1l1)明日のti'H長(全二主主凶場)
製葉工場
!約ヂド
東京湾，~5芝「新しき友愛j の改定立朝鮮総
当主太白
三代記
編集後記
奥付
沢一必}¥'I! 2…30 
金合{変 :3J -:14 
Îil'(，~自 35…41 
一戸1! 尚 42-44 
ヲてf高度鈴 45-50 
~I河.H.Eベイトス作・李鐙株 51-55 
ミド光1* 55…56 
捌g;没環 56…57 
金初~ 日7-58
走i!i!l選出 58-59 
務I)'!;)'I. 59…62 
p笛h長林 62-6'1 
宅FI勾 64…-65 
民村1: 66-67 
李燦 68--69 
玄1¥ 70 
ジLサ2芸1¥‘E、J;t氏玉ノ 70 
ヲr};.f陶 70 
キト然治 70 
金wl議 71 
ヲrif:.fi 71 
厳輿幾
キト苦手校 7280 
学問洪 81…95 
金沼業 96-109 
金詑f斉 110--127 
議斗勲 128--135 
定自*文 136 --154 
池奉文;
61 
(17) 
第十五綴 一九五五九年一月号
文部l寺評 ;j9何日 8-11 
性格の織成とJ的!与 総l路 12--19 
連波小説にjりして 盗殺端 20--24 
作家の点機一批評家のよ仁耳Hを t~てみよう 金雨天 25-27 
文学の魚沼! 洪!泌氏 28-31 
持Jf'lI待感・詩人好定論 3"'r~樹 :32-35 
東iJJi日報[新人文学コンクール」に関連して 朴勝極 36-39 
私の同人雑誌時代を議る 厳輿警警 40-43 
li{lf{言とe};i 総櫛 44-45 
厳興撃を'をiポる 宅ドj熊彩 46-47 
i c11悪影短編集j と虫!~)彩 厳興室主 48--49 
戯曲と劇作家 t*1絞 50--51 
李筑永氏の印象 玄民 52-53 
私が見た苦言鎖t子氏 民村生 54-55 
マンガ・文機デカメロン 56-57 
随三宮・純潔な心境 了米1ミ 58-59 
述懐 春闘 60--61 
あげるのが 商人 61 
野原で絞ている姉 林学務長 62-63 
1ヲ5[1戸:のl咲く頃 学タ汀 63 
心臓宣!hまれる iZ尚 64 
パ… fシャンハイJ 李燦 65 
野山の小道 邸笑斜L 66 
金約j絞・災之泌j二人樹祭出版そ記する 兵本雄 67-6ヲ
文:;l~ 51ミ彩 70-84 
明日の情緒 キト苦手校 85--91 
平凡な段村j風景 李総雨 92--107 
創作・仮綾子 李訂 108-118 
~î と現災 沈三長室翌 119-127 
G邸主小説)隙痛期 李3王永 128-136 
編集後記 自IWl生 137 
奥付 137 
第十六騒一九三九年三月特務号
表紙 編集部員 ( '?)
カット 同破 (? ) 
60-
q母
絵図 玄石 (?) 
む足利 苓北i的 6 -26 
総H乍特鱗
:災汰:公 援 1封~:rゴ 27-41 
愛翌三家 ヲ干役;京 '12-51 
ぷ釘βλ 池奉文 52--71 
明日の↑¥1紡(完) 本ト苦手校 72-85 
詩
ある1:1]交の夢 林和 86-90 
援惨な主主穴 尺指邑"者l下と:1土4日コ 91-92 
珍~; (i詮去) 才t?去d二ゐt ♂r~弘 92-93 
延安 金大鳳 93--94 
勾自己 初'[1致若者 94-94 
点心 キj、仁守 95--95 
文主~a寺評・新年長子創作を読んで 金i怒済 96-105 
議?存目立ミ 106---107 
時If)干i;t!，こ辺T、 民村生 108(上段)-109
海外文:lfl.通俗 108-110 (下下~)
Jl海の5;ほ(愛姿逃亡記j f往復鋲 109 (上段)-110
4月と詩人 ミド燦 111-112 
評論
手工業約金肢の f詩建設J 金主主l人 113-114 
f皮の発!渓的切除去静~íって
文学における伝統と創造 金守二主主 115-123 
ーリアリズムの伝ポと超克
知性と感性一新たな文学創造への逃 車ゑ櫛 124-128 
ジャーナリズムと文学の交渉 安合光 129--135 
7与税務手写伝と古典一文言平年{に努す 徐よ1-妹 136-143 
純文学史lこ現れた李無彩i皮の第二短絡集を読んで lE豚 144-145 
(連立制、税)陣痛1Vl(二) 李主主永 146-153 
編m号後記 f3i総生
奥付
第十七縁一九三九年限汚号
表紙 編額百jl選 ( '1) 
カット 向破 ('1 ) 
絵悩 玄忠鐙 ('1 ) 
59 
在的
新人創作特絡
臨r髪(巡稿) 放李箱 6 -13 
幻夢 金承久 14--28 
南風 者ド孝俊 29-48 
その女子の日記 李地F臼 49-62 
ある過程 李首E雨 63--72 
一人の綴~ 李周洪 73-91 
連載小説・陣痛期(第三回) 李主主永 92一101
文芸雑誌論一報鮮雑誌史の一側厨 林和 102-103 
途方の友へ 李燦 104-108 U二段)
海外文芸通信 編集家 104-107 (下段)
「ジェントルメンとj教義 洪i路災 109 
チヨルゲ・マツソリ・其他一「大河J執筆臼記か 金南米 110--113 
り、
金問日i幻遊記 車皇室~!ll守 114-123 
戦争文学・斑紛lili詩集(第一@j) f住吉包済 124--132 
E宣言・随感 金文iII母ほか3人 133 
手ま丘永言沙 編集部選 134-134 
腿慾
運命 了ぅ従来 136-137(上段)
世界作家紹介ー 滋jJl3lI!fi¥' 136---141 (下段)
成輿風物帖日記中から 厳輿堅苦 138-141 (上段)
務・時務
むぎ 機燥 142-143 
ふくろう ヲf昆f対 144 
時流 i泊*源 145 
自II に向かう牛・外-;ç~{ 金2禁法? 146 
評論
生活探求と人間探求一性格の構成と性格発展性 学腕櫛 147-152 
寄r域志士の妄断 KO生 153--155 
編集後記 李孝俊 156 
災付 156 
第十八務一九三九年五月号
表紙 編I際部 (?) 
カット 李!渇洪 ( '1) 
，w絵 玄J~~~霊 ('1 ) 
58-
。
創作
オマリ* 玄剣i絞 6 -36 
木潟 洪九 37-46 
ヨンソピ* 現役li 47-64 
陣痛期(連絞沼田) 宅手袋永 65…72 
評総
戯作者本卜霊祭遼 金文1間 73-77 
文芸H寺評一長線小説の滋 キト勝者主 78-82 
紅梅のjfi憾 洪燐災 83 
殺fi&楽協(逃稿) ヨ定箱 84-85 
路塁審
i議命 虚子泳 86--87 (上段)
海外文芸送信 86--87 (下段)
音寺・符総
文宇itJの化粧嵐長 金海側 88…-91 
J心絡 金1')奇 92…93 
歳月 宅手家長選 94-95 
容の夕方 文:附来 96 
随想録・失淡路 李孝f変 97--99 
戦争文学.!lli~初頭詩集(第二回) 金総務 100-105 
続・生活探求と人間探求 李総梢 106-115 
編集後記 J~色 116 
奥{寸 116 
* オマリ一地名
* ヨンソピ一人名(~母子)
第十九級一九三九年六汚特級号
扉絵 綴務部選 (? ) 
小説
巷民 金F将天 6 --18 
海lま凍りついて 金沼事5 19--34 
その女子の学生 キト際怨 35-45 
討議 i也毒主文 46-55 
陣痛期(第五郎) 李主主永 56-62 
評論
文芸雑誌論(承前) 林和 64--65 
-57-
務私の肉体 格:換
校区!なj瓜係 金粉盗
夜、は滋児 ij_~í笑界
待つ 長空機反
戦線文学
建設li茂吉己
ルポルグージュ・攻略戦手記
li袋線文学鍛t.思想伎と特殊性
225争I'I伎のJ9~カ: 車産椴
採!煎僚
出:界一作家紹介
百皇室長
茶jJ/J吋G B談輿鐙
根野lE雑築 家ゐ司法
パイi四党 主主郷露支
随怒!録・ 5た楽関(;添削J) 李孝俊
文学.g;_j百・哀災現代文学はi司令請っているか 洪l泌氏
編集後記 者手象村
奥付
繁二十橋一九三九年七月特務号
表~1~ • iJH絵 i樹幹部選
巻頭首新東沼1建設の持認識
J芸公禁1淡二j周年に際し
fOむ;織の過剰と説話体の流行
現代朝鮮新人作家の現状
小淡
路傍1(f
Il¥樹祭
路泌
その女子の半生
滋主主
il創造小説 I~抑制羽(第 6 @I) 
評論
文芸雑誌面命(示前)
探!1.行士役
-56 
YZ生
:同二若草
キ卜卿l民
ヲtU主役
キト:r4~級
学能羽
三戸3主永
林手口
然然尉一iっ
66-67 
68-69 
70一71
72-73 
74-75 
75-77 
78--80 
81-88 
90日 91
91 
92-93 
94--97 
98-100 
101----104 
105-110 
111 
111 
(? ) 
6 7 
8 
9 -24 
25-…48 
49--59 
60… 69 
70-79 
80…85 
86--87 
88 --89 
。1)
。a
海外文芸通信 編務部 89--90 
欝
初治; 主幹タ汀 91 
~t[羽伝説 李燦 92-93 
沼、若草 虚子泳 94-95 
翌愛の7t(氷花〕 伊良樹 96-97 
故郷に1語る持 戦H前 98-101 
作家日記特輯
倉リ{乍日記
金海側 102-103 
校鈴然 103-105 
:z照1I駿 105-107 
李j七H鳥 107一111
成大劾 111-112 
ルポルタージュ
攻略戦手記(承前) 113 
ヰ苦L線文学選・花と兵隊 114-115 
う℃とともに 116 
管長永雷抄 編務部選 116-117 
特別総草壁
新東強建設の塑業論 118--119 
調民精神の発揚論 120-121 
新東盗建設と国民の覚悟 121--124 
思想、文化、生活の建設 (新知識第二義第二号所殺文を訳す) 124-125 
(陸軍大将松井石板)
編集後記 李孝{変
災付
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F朝鮮文壇J 著者名索引
凡例
一、配列は五 f音順とした。
一、表記は著者名一巻数一号数の1践とした。
一、同一著者名のように思われるものは、
( ) I々に記した。
一、創氏名がわかっている人名については、
( ) I付に→印で記した。
一、同一数表記は問号におげる複数の作品数
を示した。
一、アルファベット表記のものは米尾に掲載
した。
くあ〉
安燦~持 2-6、2-7，2…9、2-10、3-1、3-1、3-4/
5、3…4/5
安合光(歩合光)]-3、2-7、2-9、3-1、3-1、
3-3、3-4/5、3叩6、16
安五誇j 1-3 
安必承 1-3 
アーネスト 1-4 
アンリ・ノてヴユ/レス 1-3 
くし， > 
異河ifMJ 2-1 
ヂ十五五JW 2-8、2-10、3-]、3-1、14 
s命儀 2-9 
伊良掬(→庭向)2-7、2-11、3-2、3-4/5、
14、14、15、15、17、20
. J!Mお 2-7、2-9
現役主交 3-2、3-4/5、14、16、18、20
安鼓銭 3-2、14
チt:{ミ雪i; 1-4 
ヲ子白M'i1-4 
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イプセン 1-3 
くえ〉
越波 3-6
くか〉
花豚(→食文輯)3-4/5、16
羽1哲沫 1-3 
活主主 3-6
菱総鱗I2-7、2-9、3-3、3-4/5、3-4/5、3-6
成大勲 1-4、2-1
成1投従i2-9 
斡仁潔 1-3、2-1、2-6、公6、2-8、2-8、
2-9、3-4/5、3-4/5、3-4/5、3-4/5
1稼腕 2-6、2-8、2-8、2-9、2-10、3-1、3-4/
5、3-4/5、3-4/5、15
斡宣言野 2-6、2-8、3-1、3-4/5、3-4/5、3-4/
5、3-6、17
斡続安 2-7 
韓l務UJ 2-9、2-10
車堂筋仙 3-1 
凶総指向 3~:) 、 3 … 4/5 、 :H/5、 14 、 15 、 16 、
19、20
合光 2~7
くさ〉
f往来~ 1<3、 2 -1
e，I'i{:二議liH
金起林 1-4 、 2~1
f長rél~ 1 ~4、 2~8、 2~ 1l、 14 、 19
会j七三:白 1-4 
会l潟鈴 1 4 、 2~6、 2~6 、 3… l
三位背後 1…3、1-4、2~8、 29、3~4/5 
金W::検(長1L! -f~J樹) 1-4 
会E光ぎ 1~4、 2-1 、 2~1 、 2~1 、 3~1 
会友釘 2~1 、 2~8、 2~ 1l
五Ei脱水(→箆水) 2~ 1 
:金l初奈 2~1 、 2~6 、 2-9 、 3 … 1 、 3 … 4/5 、 14 、
14、19
金大I!'~ 2 1、16
金!秋風 2~8 
余点仁 2…l、2…l
三段海i制 1 :3、 2-6、 2~8、 2~10、 :H 、 3…3、シ4/
5、34/5、18、20
金文~lll 2~6、 28、 2 … 10、 2 … 11 、 3 1 、 3~1 、
:3~2 、 :3-3 、 3~4/5、 3 …4/5 、 3 … 4/5 、
17、18、20
金若干俊 2 …7、 2~10、 3~4/5、 3 6、14 
金光~JfI 2~9、 3~1
f往来的 2~11 
金W:1i¥ 2-11 、 3~6
金大均 3~2 
金ffjx 3~3、シ4/5、 3~4/5、 3~4/5、 3~4/5、
3…6、15、19
金i悩斉(1色村立u済)3<3、14、16、17、18
f長復露116 
金嵐人 16 
{ItL子短 16 
53 
金文民久 17 
金I滋."i 19 
4役立時間
金空手許可 17 
金守二lJ:j 2 10 
くく〉
見本雄 15 
くけ〉
較すみ然 20 
n 村 2~1
権九3ど 1…4、21、21 
f1詰;路& 17、18
級以i幾 1<1、 2~1 、 2~1 、 2-7、 2 8、 3~4/5、
3~4/5、 3~4/5、 14 、 15 、 17、 19
5:'J時l程変 3~4/5、 18、19、20 
:z民(…〉総会1Lj二)14、15
くこ〉
成立;喚 1-4 
呉河潤 1~4 
it7泌氏 2~8 
診~I泌氏 1-:3、26、2.8 、 2~9 、 3~1 、 3~1 、
3 2、33、 3-4/5、 3~4/5 、 3~4/5、 :H/
5、15、17、18、19
洪九 2~10、 ;l 4/5、3一時、 18
くさ〉
禁、;1i~tぬ 3-1 (洛)、 3~4/5、 3…4/5、 3-4/5、 20
燦柔和 1…3 
健在lifi 2~ 1 
経仁:{~ 2~7、 2-11
燦松波 2~8、 2~10
綴光迷 3~1 
総i!主総(石m耕入、耕造)3-6、15
経1rl~的 1-4
後E可燃 2 1 
くし〉
E!静~J::. 15、16
失名氏 1-IJ 
ヨミ綴号室 13、1-4、2-7、3…3、3…6 
Z手 i長j 15、15
徐↑国訪 13 
f余拶 2-10
遊~I設林 3-4/5 
超B長文 14 
経j綴出 14 
約束淑 17 
5T主役WF 1-4、2-6 
張赫EB2-6、3-4/5、シ4/5
i党主撃さ 15 
くて〉
(25) 
徐3十銭 16 丁来栄 1-4、2-1、2-7、2-9、3-1、3-3、15、
司王 琳 1-4 
el i;足 3-2
学タ汀 28、3-2、15、20
ジョン・ゴルテン ト3
くせ〉
石村お 28、2-10
石f二wJ20 
:全武W 2-9、3-6
くそ〉
米{二夜J 1 3 
米 ;注予 1 4、2-1、2-6、2-6、2-9、2-11、34/ 
5、15
宋JI[民総 2-11 
孫永百台 シ2
くち〉
17 
鄭瑞竹 1-3 
数li突然必7、2-9、2-11、3-1、3-4/5、14、
15、19
箆i'l守LU 2-1 
援lij'!石 2-1
鄭人潔 3←4/5 
郷Jft石 16
郊波警護(東原爽堅苦)1-4 
くに〉
任浮f号 3…2 
くは〉
I~J 鍛 2-7、 :H 、 3-2、 3-4/5
白菊夜 3-6 
ハースト女史 1-3 
池奉文 2-8、2-9、2-9、2-10、2-11、3-1、 〈 ひ 〉
3-2、32、3-3、シ3、3-4/5、3-4/5、 I主j内均 2-1 
:)-6、14、16、19
越~y}是i 1-3、1-4、14、2-1、2-6、2-6、
2-6、2-8、2-11、3-1、3-4/5、16
i出包石 1-3 
j殴字詰5ト3
走資奴l総 3-2 
越燦林 :3-3、14
くふ〉
文矧来 18 
くへ〉
袋斗勲 3-3、14
ペニパートン 1-3 
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側く;ま) <ゆ〉
ガ仁燃 1-4、3-1 総鎖午 1-4、2-1、2-1
キト泰遠 ト3、2-1
朴花城 1-4、1-4、2-1、2-6、2-8 く よ 〉
キト:浮校 2-1、2-6、2-7、2-9、3-1、3-2、3-4/ 楊祭防 3-2、3-6
5、3-4/5、14、15、16
キト役永 2-7、2-8、2-9、2-11、シ4/5 く り 〉
キト民主主 2…9 李j照影 1-3、1-4、2-6、子8、2-9、少11、
朴Jl'i秀 2-百 3合、 14
朴英煎(芳村香道)2-10 李孝石 1-3、2-6、2-8、2-9、3-4/5、シ6
朴怒EJl 2-10 2%鋭~f~ 1-3、2-1
本トi溶民 2-10 
朴氏天 2-10 
キト築総 2-11、3-3、3-6、14 
朴j是認 3-2 
キ卜北民 シ2
朴勝槌 15、18
キト{二'tf 16 
朴刻!民 20 
キト硲滋 19、20 
キト八綴 2-1、2-1 
朴nai'占 ]-;1
くま〉
，馬主手海 1-4 
m 1¥息子8
松井石狼(路軍大将) 20 
くみ〉
民村生(ー》李筑永)3-1、14、]5、16
くむ〉
1!時然居士 20 
くも〉
毛允淑ト4、2-1、36
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李若手俊 1-3、2…1、2-1、2-6、2-7、3-6 
学孝俊 17、18、1号、 20
学Zゴ(牧洋)1-3、 1-4、2-1、3-4/5、19、
20 
李 i合 1-3、2-1、2-1、2-6、2-7、3-4/5、
3-4/5、16
有罪事f求 1-3、1-4、2-1、2-7、2 昔、 3-6 
季雄 1-4
宅界端海 1-4 
李::Itl¥!:b 2-1、2-1、2-1、2-6、2-6、2-7、
2-10、3ω1、3-1、3-4/5、3-4/5、3-4/
5、3-6、16、20
者戸市泉 2-]、2-1、2-6、2…8 
李鍛おj，2-7、3…1、3-6、14
李燦 2-7、2-8、2-10、2-11、3-1、3-2、
3-6、3-6、15、16、17、20
李河洪 2-9、3-1、14、17
学点求 2-10、3-1
李i域朝 2-8、2--10
学根後 2-11 
李鳳九 2-11 
李Jt!珪 2…1
李築永(→上色村1'.)3-1、シ4/5、3-6、14、
15、16、17、18、19、20
李il武;喚 3辺、 3-3
当主光沫(→Z手隠、手寺山光郎)3-6、14
李高麗 14 
李古Im~ 15、17、20
李訂 15
ミド鴎:[i 3-3、3-4/5 
学箱 17、18
学地用 17 
李総憾 17、18
実伴家鈴 18 
くれ〉
麟水 2-9
くろ〉
成予泳 18、20
露野 1-4
ロパート・エルダラン 1-3 
李5長村 19 く アルファベット 〉
学慈求ト4 H.E・ベイトス 14 
籾l致環 2-8、2-9、2-10、2-11、3-1、3-4/5、 j生 18 
14、16 KO!:E 17 
柳致真 2-1、2-1 MY生 1-3 
林翠泳 3-3、15 R記者 1-3 
林和 2-1、2-1、2-6、2-11、3-4/5、3-4/ Y Z生 20
5、3-4/5、3-6、15、16，17、19、20 XYZ 1-3、1-4
{寸記
ω) 
本稿は、1'2000年度佐賀大学学生支援プロジェクト報告議。 1930年代朝鮮語雑誌 f朝鮮文学j
白次日本語訳 付一部作品日本語訳J(2001年 3fJ23日佐賀大学文化教育学部浦田研究室発行)
より「目次Jを改訂し、更に事若者名索引を新たに付け加えた。著者の所!泌は以下のとおりであ
る。
浦沼緩和(本学教授)、妥弼核(大学院2年)、後沼環窓(大学院2王手)、梅定紋(大学院研究
生)、内jlなおみ(平成12年度学部卒業生)、江il!奇現佐子(王子成12年度学部卒業生)、
(1'-成12年度学部卒業生)、問.ffi奨(学部4年)、島みどり(学部4年)。
2001. 9. 25 
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